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龍馬は世界をどう見ていたか？

龍馬の世界認識

黒鉄ヒロシ　中田宏



龍馬の世界認識
	 ＿＿冊申し込みます。
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新製輿地全圖（表面の地図）

天保 15 年（1844）、箕作省吾（津山藩）によっ

て作成された世界地図。初めて五大陸が記され、

好評により版を重ねた。吉田松陰が下田で米

国への密航を図った際の所持品にも含まれて

いた。坂本龍馬も少年時代にこの地図を見て

いたと思われる。筑波大学附属図書館蔵。


